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︵
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だいがくのたから

ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

　

ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
は
、
関
東
大
震
災
復
興
事
業
の
最
後
に
、
神
学
部
の
校
舎
と
し
て
１
９
３
１
（
昭
和
６
）

年
に
完
成
し
た
。
名
前
は
、
ア
ー
サ
ー･

Ｄ･

ベ
リ
ー
宣
教
師
に
由
来
す
る
。

　

ベ
リ
ー
は
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
に
来
日
し
、
門
司
と
福
岡
で
奉
仕
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
０
５
（
明

治
38
）
年
か
ら
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
１
月
に
帰
米
す
る
ま
で
青
山
学
院
神
学
部
で
「
組
織
神
学
」
を

教
え
、
う
ち
26
年
間
は
神
学
部
長
を
務
め
た
。
関
東
大
震
災
で
建
物
の
８
割
を
失
っ
た
学
院
の
た
め
に
、

彼
は
渡
米
し
て
募
金
活
動
を
行
い
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
。
新
校
舎
建
築
は
彼
の
考
え
を
尊
重
し
、
中
学

部
と
高
等
学
部
を
優
先
さ
せ
、
神
学
部
は
最
後
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

ベ
リ
ー
は
、
帰
国
後
１
カ
月
余
で
生
涯
を
終
え
た
。
そ
の
13
年
後
、
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
の
「
ベ

リ
ー
を
記
念
す
る
会
」
で
、
学
生
を
愛
し
、
青
山
学
院
を
愛
し
、
人
生
の
大
半
を
神
学
部
に
尽
く
し
た
彼

を
記
念
し
て
、
建
物
を
ベ
リ
ー
館ホ

ー
ルと

呼
ぶ
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

神
学
部
時
代
の
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
に
は
女
子
学
生
を
受
け
入
れ
、
表
向
き
は
別
学
で
あ
る
が
、

男
女
一
緒
の
授
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
全
国
に
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
を
送
り
出
し
て

き
た
の
で
あ
る
。
戦
争
の
影
響
に
よ
り
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
に
神
学
部
は
閉
鎖
さ
れ
、
戦
後
は
法
人

本
部
棟
と
し
て
使
用
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

設
計
は
、
日
本
各
地
に
名
建
築
を
残
し
て
い
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
所
属
し
て
い
た
ジ
ョ
シ
ュ

ア･

Ｈ･

ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
。
白
亜
の
城
と
呼
ば
れ
た
こ
の
建
物
は
、
凛
と
し
た
美
し
さ
を
も
つ
内
装
が
随
所

に
施
さ
れ
て
い
る
。

　

１
階
の
礼
拝
堂
に
は
、
日
本
の
教
育
機
関
と
し
て
初
め
て
と
い
わ
れ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
設
置
さ
れ
、

礼
拝
、
日
曜
学
校
、
結
婚
式
、
入
学
式
、
卒
業
式
や
追
悼
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
現
在
は
、
学
院
の
公
式

行
事
や
「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
覚
え
て
の
祈
祷
会
」
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
、
間
島
記
念
館
と
共
に
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
は
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。
建

築
物
の
宝
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
明
治
以
来
の
本
学
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
核
と
な
っ
て
き
た
場
と
し
て

永
く
記
憶
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

青山学院大学
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０
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５
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史
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５
０
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績
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　これからの時代を生きる女性に必要な力は何でしょ
うか。学生が知性と創意に基づき協力し、共に目標
達成する力を獲得するために、共立女子大学 ・ 短期
大学では多様な専門領域を持つ教員による新たなア
クティブ ・ ラーニング授業プロジェクト KALECO

（Kyoritsu Active Learning Experience for Collabo-
rative Communication）を展開しています。学部 ・
学科の多様な専門性を結集した作品をつくり、社会
に成果を問う―その厳しい過程で学生は現実的な
創造力とコミュニケーション能力、温かい協調性を
身に付け、たくましく成長してゆきます。
　2015年度は、舞台芸術のプロフェッショナルの協
力を得て、総勢100名を超える学生がメーテルリンク

『青い鳥』を共立講堂で上演しました。キャスト、演
出、台本作成、舞台美術、音響、照明、広報など、
ほとんどの学生が未経験ながら、全て自分たちの力
でプランニングから実作までこなしました。７カ月
に及ぶ努力の結果、本番では見事な舞台を披露し、
学内外に大きな驚きと感動を呼びました。

〈表紙写真〉

教養を磨き、心優しく、
共に未来を拓く力を



大学点描

　共立女子学園は、明治19（1886）年、女性の自立と社会的地
位の向上を目指し、34人の先覚者を発起人として設立されました。
その後、明治、大正、昭和の各時代を通じて今日まで、この建学の
精神を基本として女子教育の歴史と伝統を築いてきました。
　現在、国際化、情報化、高齢化などがさらに進み、時代が急速に
変化していますが、そのなかで女性の高学歴志向と社会進出、男女
平等社会の実現などの課題に応えるべく、女子教育の重要性はさら
に増しています。
　そのために、本学園では、「高い知性・教養と技能を備え、内外に
広い視野を持ち、個性を発揮して活躍できる女性」、そして「温かく
思いやり深い心を持ち、品位高く、人間味豊かに家庭や社会に貢献
できる女性」の育成に総力をあげて取り組んでいます。

共立講堂と本館



アクティブラーニングで描く
学生たちの未来図  

ＦＤ活動の
一環として

　共立女子大学・短期大学では、FD活動の一環として学部・学科や専門を超えた教員相互の交
流を行っています。表紙でもご紹介したKALECO（Kyoritsu Active Learning Experience 
for Collaborative Communication）は、そうした教員同士の交流がきっかけで生まれま
した。KALECO は、全学教育のメリットを生かし、特定の世界でしか必要とされない技術
ではなく、社会で最も必要とされる協調性あるコミュニケーション能力、遊び心のある発想
力と誠実な実行力を養う独自のアクティブラーニングです。一人一人の力は限界があっても、
さまざまな分野との協力で、予想もつかない結果が実現できる─2015年度に行った舞台
公演はその最良のエクササイズでした。大学と教職員の役割は、押しつけるのではなく、学
生のポテンシャリティを目覚めさせ、それを最大化する教育環境を共同で構築することです。
今後も、多様な課題解決型の教育内容を授業に採り入れてゆきたいと考えています。



グローバル教育と地域連携の
可能性を広げる学生たちの「自ら学ぶ力」

国
際
交
流

地
域
連
携

サ
ー
ク
ル
活
動

フルブライト日米教育委員会視察団の方々と学生との交流

吹奏楽団－神田すずらん通り商店街「神田すずらんまつり」で演奏

「浴衣DAY」
今日は授業中も街の散策も浴衣で!

手話サークル－ボランティア活動も積極的に

ボート部－女子大学で唯一、
戸田漕艇場に艇庫を持つ



新たな知の創造拠点 8月に完成！新2号館

　本学園では、大学・短期大学
の教育・研究の再活性化と共立
女子学園の飛躍発展を目的とし
て、新2号館の建設計画を推進
してまいりました。そして学園
創立130周年を迎える本年8
月、いよいよ竣工の時がやって
きます。
　新2号館では、「フェイス・
トゥ・フェイスのコミュニケー
ション」と「ここでしかできな
い体験や経験」を重視した、「人・
地域・社会」を密接につなぎあ
わせる次世代型の教育・研究環
境を構築します。また、学生・
教職員間の日常的かつ横断的な
連携を促す交流空間や、図書館、
博物館、講義室、体育室ほか学
生のニーズに応じた多彩な教
育・研究環境を整備し、共立女
子学園の「新たな知の創造拠点」
にふさわしい施設として生まれ
変わります。

新2号館（完成予想図）

新2号館コミュニケーションギャラリー



　

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
に
34
人
の
人
々
が
、
女
性
が

職
業
能
力
を
持
つ
必
要
性
を
説
い
て
本
学
を
発
足
さ
せ
て

か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
１
３
０
年
に
な
る
。
そ
の
説
く

と
こ
ろ
は
、
男
性
優
位
社
会
の
枠
組
み
の
中
で
い
か
に
し

て
女
性
の
力
を
活
用
す
る
か
と
い
っ
た
発
想
と
は
無
縁
で
、

女
性
は
女
性
で
あ
る
前
に
一
個
の
人
間
で
あ
る
と
い
う
事

実
を
、
血
を
吐
く
よ
う
な
激
し
さ
で
言
お
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
基
本
理
念
を
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
さ
ら

に
錬
磨
し
、
高
め
て
、
教
育
の
場
で
生
か
し
て
ゆ
く
こ
と

が
本
学
の
使
命
に
他
な
ら
な
い
。

女
性
で
あ
る
前
に

入
江 

和
生
●
共
立
女
子
大
学・

短
期
大
学
学
長
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大
学
教
育
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
質
保
証
」「
Ｆ
Ｄ
」「
改
革
」

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

「
社
会
連
携
」「
高
大
接
続
」「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

「
ア
ウ
ト
カ
ム
」
な
ど
の
語
が
行
き
交
い
、
各
大
学
と
も
対
応

を
迫
ら
れ
、
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
い
る
。
し
か

し
、
大
事
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
が
外
形
的
処

理
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
対
応
に
よ
っ
て
大
学
の
画
一
化
に

陥
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
通
底
す
る
根
本
的
な
こ
と
を
探
り
、
で
き
る

だ
け
シ
ン
プ
ル
に
、
お
お
ら
か
に
、
し
か
し
つ
な
が
り
を
考

え
て
向
か
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

学
長
就
任
後
、
教
職
員・

学
生
に
伝
え
よ
う
と
し
た
こ
と

は
、
多
く
は
な
か
っ
た
。
一
つ
目
は
、
大
学
と
は
何
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
碩
学
ヤ
ロ
ス
ラ
フ・

ペ
リ

カ
ン
の
「
研
究
に
よ
っ
て
知
を
進
歩
さ
せ
、
教
育
に
お
い
て

知
を
拡
大
し
、
出
版
に
よ
っ
て
知
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
」
と

の
定
義
（『
大
学
と
は
何
か
』
法
政
大
学
出
版
会
）
を
紹
介
し

（
三
番
目
の
「
出
版
」
は
「
社
会
発
信
」
と
読
み
替
え
）、
こ

れ
を
追
い
求
め
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目

は
、「
大
学
の
主
人
公
は
学
生
」
と
し
（
決
し
て
学
生
を
神
さ

ま
に
す
る
の
で
は
な
く
）、
教
員
は
研
究
に
根
差
し
た
教
育
に

努
め
、
職
員
は
自
覚
的
に
学
務・

学
生
指
導
に
当
た
り
、
学

生
も
自
主
的
に
学
業
に
励
み
、
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
自
律
的
に

ベ
ス
ト
を
尽
く
そ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
学

生
が
卒
業
後
の
社
会
に
向
け
《
生
き
る
力
》
を
確
実
に
身
に

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

私
が
こ
の
文
章
を
書
く
に
当
た
っ
て
心
に
留
め
て
い
る
最

大
の
関
心
事
は
、《
人
間
と
は
何
者
な
の
だ
ろ
う
》《
人
間
は

ど
こ
に
向
か
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
》
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

安
村 

仁
志
●
中
京
大
学
学
長

文
学
か
ら
の
声
―
い
ま
、
大
学
教
育
を
想
う
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こ
れ
は
、「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
」
が
冠
に

付
く
事
象
や
地
球
環
境
の
悪
化
の
問
題
が
次
々
と
起
こ
っ
て

い
る
今
日
、《
人
を
育
て
る
》
と
い
う
重
大
な
役
割
の
一
端
を

担
う
大
学
と
し
て
、
教
育
を
考
え
、
教
育
を
進
め
る
上
で
常

に
念
頭
に
お
い
て
お
き
た
い
テ
ー
マ
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
小
文
で
は
三
つ
の
文
学
的
作
品
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
の
発
す
る
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
大
学
教
育
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

一
　『
ロ
ボ
ッ
ト
』か
ら
の
声

　

チ
ェ
コ
の
作
家
カ
レ
ル・

チ
ャ
ペ
ッ
ク
が
一
九
二
〇
年
に

発
表
し
た
戯
曲
で
あ
る
。
一
〇
〇
年
近
く
も
前
に
書
か
れ
た

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
現
代
に
通
じ
る
予
言
的・

黙
示
的
な

作
品
で
あ
る
。
ま
た
、「
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
い
う
語
が
初
め
て
登

場
し
た
こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
。
ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
は
作
家
自

身
が
チ
ェ
コ
語
の
ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ａ
か
ら
造
り
出
し
た
。
元
の

語
の
ａ
を
取
っ
た
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
が
、「
強
い
ら
れ
た

労
働
、
賦
役
」「
単
調
な
骨
折
り
仕
事
」
が
原
意
な
の
で
、
よ

く
ぞ
と
思
う
。
人
間
は
つ
ら
い
仕
事
を
軽
減
し
よ
う
と
し
て

道
具
を
開
発
し
た
り
、
自
分
以
外
の
人
間
や
動
物
に
代
わ
り

に
や
ら
せ
よ
う
と
、
奴
隷
や
賦
役
と
い
っ
た
制
度
を
つ
く
り

出
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
い
け
な
い
と
、
自
然
の
力
を

借
り
た
装
置
や
、
電
気
な
ど
の
動
力
源
を
利
用
す
る
機
械
を

開
発
し
た
（
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
こ
の
範
疇
）。
今
や
人
工
知

能
が
組
み
込
ま
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
ま
で
造
ら
れ
て
い
る
。
労
働

人
口
の
減
少
や
少
子
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
る
と
、
ロ
ボ
ッ

ト
へ
の
依
存
度
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
に
違
い
な
い
。
わ
れ
わ

れ
教
育
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
も
、
こ
の
問
題
は
避
け
て
通

れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
補
助
ど
こ
ろ
か
、
教
育
そ
の
も
の
を

ロ
ボ
ッ
ト
的
な
も
の
が
行
う
時
代
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
の
正
式
な
題
名
は
『
Ｒ
．Ｕ
．Ｒ
．』（Rossum

ovi 
univerzální roboti

）
で
あ
り
、
見
た
目
に
は
人
間
と
見
分

け
が
つ
か
な
い
世
界
共
通
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
造
し
て
い
る
ロ
ッ

ス
ム
社
（
人
間
は
幹
部
六
～
七
名
だ
け
で
、
他
の
従
業
員
は

す
べ
て
ロ
ボ
ッ
ト
）
が
舞
台
と
な
っ
て
物
語
が
展
開
す
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
は
極
め
て
無
機
質
的
に
働
き
、
耐
用
年
数
が

来
れ
ば
お
払
い
箱
と
な
る
こ
と
に
何
の
不
満
も
持
っ
て
い
な

い
。
そ
こ
へ
同
社
の
会
長
の
娘
が
や
っ
て
き
て
、
そ
の
様
子

に
衝
撃
を
受
け
、
何
ら
か
の
感
情
を
持
っ
た
「
人
間
的
」
ロ

ボ
ッ
ト
に
し
て
ほ
し
い
と
言
う
。
設
計
者
が
少
し
回
路
を
い

じ
っ
て
そ
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
ロ
ボ
ッ

ト
の
反
逆
が
始
ま
り
、
遂
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
勝
利
し
、
ロ
ボ
ッ
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ト
に
同
情
的
だ
っ
た
一
人
を
除
い
て
幹
部
は
全
員
殺
さ
れ
る
。

そ
の
過
程
で
、
先
の
娘
が
設
計
図
を
焼
い
て
し
ま
う
。
ロ
ボ
ッ

ト
に
は
生
殖
能
力
が
な
く
、
次
の
世
代
は
設
計
図
に
基
づ
い

て
生
産
す
る
し
か
な
い
。
残
っ
た
一
人
に
思
い
出
す
よ
う
懇

願
す
る
が
か
な
わ
ず
、
終
局
を
迎
え
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

で
あ
る
。
さ
ほ
ど
複
雑
な
話
で
は
な
い
が
、
随
所
に
人
間
の

創
造
、
バ
ベ
ル
の
塔
を
想
起
さ
せ
る
聖
書
的
テ
ー
マ
、
労
働

と
分
配
な
ど
の
社
会
科
学
的
テ
ー
マ
、
人
が
子
を
産
ま
な
く

な
る
と
い
っ
た
現
代
的
テ
ー
マ
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、

単
な
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
Ｓ
Ｆ
で
は
な
く
、
人
間
お
よ
び

人
間
社
会
の
在
り
方
を
問
う
質
の
高
い
物
語
で
あ
る
。

　

教
育
と
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
今
日
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

人
間
の
労
働
を
代
替
あ
る
い
は
補
助
す
る
の
が
ロ
ボ
ッ
ト
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
教
育
を
補
助
す
る
装
置
も
あ
る
種
の
ロ
ボ
ッ

ト
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
今
日
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
資
料
の
検

索・

入
手・

作
成
が
極
め
て
楽
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
試

験
も
記
述
式
か
ら
マ
ー
ク
シ
ー
ト
式
、
マ
ル
チ
チ
ョ
イ
ス
型

に
傾
斜
し
て
い
る
。
教
材
や
授
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
ん
で

い
る
。
す
べ
て
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
サ
イ
バ
ー

教
育
す
ら
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
は
暗
記・

反
復
型
の
教
育

を
助
長
す
る
だ
け
と
の
懸
念
も
あ
る
。
一
見
す
る
と
知
識
の

修
得
に
は
早
道
と
見
え
て
も
、
思
考
す
る
要
素
が
軽
視
さ
れ

れ
ば
、
そ
れ
ら
の
知
識
が
本
当
に
身
に
付
き
、
応
用
に
結
び

つ
く
か
ど
う
か
心
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

人
工
知
能
の
発
達
は
著
し
く
、
関
連
し
て
「
シ
ン
ギ
ュ
ラ

リ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
言
葉
も
耳
に
す
る
。
正
式
に
は
「
技
術

的
特
異
点
（T

echnological Singularity

）」
と
い
い
、 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
変
化
に
よ
っ
て
人
間
の
生
活
が
大

き
く
影
響
を
受
け
、
後
戻
り
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
達
す
る

時
点
の
こ
と
を
意
味
し
、
具
体
的
に
は
人
工
知
能
が
人
間
の

能
力
を
超
え
て
起
こ
る
、
近
未
来
の
こ
と
だ
そ
う
で
あ
る
。

　

今
、
大
学
の
教
育
が
種
別
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
職

業
教
育
に
特
化
し
た
大
学
も
登
場
し
て
く
る
。
極
端
な
Ｇ
（
グ

ロ
ー
バ
ル
）
型
―
Ｌ
（
ロ
ー
カ
ル
）
型
と
い
っ
た
分
別
化
や
、

国
立
大
学
の
三
分
類
な
ど
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し

た
環
境
の
中
で
、
特
に
私
立
大
学
は
Ｄ
Ｐ
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ

リ
シ
ー
）
―
Ｃ
Ｐ
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
）
―
Ａ
Ｐ
（
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
）
を
明
確
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
や
は
り
教
育
は
《
人
間
》
に
関
わ

る
こ
と
で
あ
る
以
上
、
人
間
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
、

あ
る
べ
き
か
の
視
点
に
立
っ
て
、
そ
の
在
り
よ
う
を
求
め
、
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具
体
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
工
知

能
を
あ
く
ま
で
も
「
人
工
」
に
留
め
る
た
め
に
は
、
本
家
の

「
人
間
」
の
質
を
高
め
る
こ
と
し
か
な
い
こ
と
を
思
い
、
そ
こ

か
ら
教
育
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
、

こ
の
作
品
の
《
声
》
と
感
じ
と
っ
た
次
第
で
あ
る
。

二
　『
人
間
の
大
地
』か
ら
の
声

　

次
は
、「
大
切
な
も
の
は
目
に
は
見
え
な
い
よ
、
心
で
探
さ

な
い
と
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
よ
く
知
ら
れ
る
『
星
の
王
子

さ
ま
』
の
著
者
サ
ン・

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
『
人
間
の
大
地
』

（T
erre des hom

m
es

、
一
九
三
九
）
で
あ
る
。
著
者
は
飛

行
機
乗
り
で
、
当
時
、
か
な
り
の
範
囲
の
世
界
を
飛
び
回
っ

た
経
験
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
高
い
空
か
ら
地
球

と
そ
こ
に
住
む
人
間
の
生
を
見
る
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
視
点
か
ら
の
思
索
で
あ
る
。
み
す
ず
書
房
版
の
第
四

章
「
飛
行
機
と
地
球
」
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
。

ま
ず
、「
飛
行
機
は
一
個
の
機
械
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
し
か

し
、
な
ん
と
い
う
分
析
の
道
具
だ
ろ
う
！　

こ
の
道
具
は
わ

た
し
た
ち
に
、
大
地
の
真
の
面
ざ
し
を
発
見
さ
せ
て
く
れ
た

の
だ
」「
じ
じ
つ
、
道
路
と
い
う
も
の
は
、
何
世
紀
に
も
わ

た
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
を
あ
ざ
む
い
て
き
た
の
だ
」
と
あ
る
。

後
半
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。
私
の
理
解
で
は
、
道
路

は
地
面
に
張
り
付
い
て
い
て
、
平
面
的
と
い
う
か
視
点
が
下

に
あ
る
と
い
う
点
で
、
飛
行
機
が
上
空
か
ら
大
き
く
見
る
の

と
は
違
う
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
続
い
て
、
山
や
谷

や
川
と
い
っ
た
障
害
物
を
避
け
て
通
る
曲
が
り
く
ね
っ
た
道

路
を
歩
い
て
も
の
を
見
る
場
合
、
そ
の
奥
で
営
ま
れ
て
い
る

人
間
の
生
活
が
見
え
に
く
い

―
や
や
極
端
な
比
喩
に
思
え

る
が
、
ま
る
で
女
王
が
道
を
た
ど
っ
て
視
察
し
な
が
ら
、
実

際
に
見
て
い
る
の
は
道
に
接
し
て
い
る
部
分
や
道
に
出
て
き

た
人
間
だ
け
だ
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
飛

行
機
は
そ
れ
ら
の
障
害
物
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、
大
き
く
か

つ
相
互
の
つ
な
が
り
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
と
か
く
直
面
す
る
場
面
を
道
路
か
ら
見
る

よ
う
に
平
面
的
に
考
え
る
こ
と
に
陥
り
や
す
い
が
、
ま
ず
大

き
く
全
体
を
見
渡
し
、
次
い
で
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を
見
て
つ

な
が
り
を
読
み
取
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
る
。
大
学
を
巡
る
諸
課
題
に
お
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
を
平
面
的
、
外
形
的
に
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
に

関
わ
る
問
題
で
あ
る
以
上
、
背
後
に
あ
る
生
の
「
に
ん
げ
ん
」

を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

こ
こ
で
も
、
常
に
ど
こ
か
で
《
人
間
と
は
何
者
な
の
か
》
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を
意
識
し
つ
つ
、
そ
の
人
間
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
策
を
考

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
。
制
度
や
仕
組

み
が
冷
た
い
も
の
で
あ
っ
て
は
、
人
は
生
か
さ
れ
な
い
。
ま

た
、
今
日
、《
人
は
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
く
の
か
》
が
喫
緊
の

課
題
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
人
類
の
存
亡
す
ら
考
え
ざ
る

を
得
な
い
現
象
も
多
く
、《
い
ま
》
だ
け
を
乗
り
切
る
視
点
で

は
、
先
の
世
代
へ
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
教

育
と
は
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

三
　『
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
と
狐
』か
ら
の
声

　

こ
れ
は
、
ラ
ト
ビ
ア
出
身
の
政
治
学
者
ア
イ
ザ
イ
ア・

バ
ー

リ
ン
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
詩
人
ア
ル
キ
ロ
コ
ス
（
紀
元
前

七
世
紀
）
の
残
し
た
「
狐
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
い

る
が
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
は
一
つ
だ
け
で
か
い
こ
と
を
知
っ
て
い

る
」
と
い
う
断
片
を
巡
っ
て
著
し
た
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
戦

争
と
平
和
』
論
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
ま
ず
「
一
元
主

義
」
と
「
多
元
主
義
」
と
い
う
構
図
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
、
世

界
を
た
だ
一
つ
の
普
遍
的
な
原
理
に
よ
っ
て
理
解
し
よ
う
と

す
る
人
た
ち
を
「
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
族
」
と
し
て
、
ダ
ン
テ
、
プ

ラ
ト
ン
、
パ
ス
カ
ル
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、

ニ
ー
チ
ェ
な
ど
を
挙
げ
、
多
様
な
経
験
や
現
実
を
あ
り
の
ま

ま
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
を
「
狐
族
」
と
呼
び
、

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
モ

ン
テ
ー
ニ
ュ
、
エ
ラ
ス
ム
ス
、
ゲ
ー
テ
な
ど
を
挙
げ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
は
狐
族
で
あ
り
な
が
ら
、
自
ら

は
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
族
だ
と
信
じ
て
い
た
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
十
三
世
紀
の
オ
ド
ー
（O

do of Cheriton

）
の
寓

話
に
は
、「
多
く
の
術
を
知
っ
て
い
る
狐
と
、
た
っ
た
一
つ
の

術
し
か
知
ら
な
い
猫
」
と
い
う
、
狐
が
案
外
も
ろ
い
話
や
、

三
〇
〇
の
知
恵
を
持
っ
て
い
る
狐
と
三
つ
の
知
恵
し
か
持
た

な
い
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
話
が
あ
る
。
知
恵
が
あ
り
す
ぎ
て
も
ろ

い
狐
、
反
対
に
わ
ず
か
な
知
恵
し
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
使
っ
て
危
機
を
乗
り
切
る
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
話
で
あ
る
。

　

私
は
、
こ
う
し
た
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
―
狐
論
を
借
り
て
学
生
に

話
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
、
幅
広
く
学
び
、
多
彩
な
知

に
触
れ
る
必
要
が
あ
る
と
同
時
に
、
得
た
知
識
を
狐
の
よ
う

に
実
際
に
使
い
き
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
確
実
に
身
に
付
け
、

適
宜
活
用
す
る
よ
う
勧
め
る
。
仕
事
を
含
め
、
広
く
生
き
る

力
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
自
覚
的
に
学
ぶ
こ
と
を
勧
め
る
。

ま
た
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に
自
分
の
専
門
分
野
の
学
び
に

よ
っ
て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
知
識
を
修
得
し
て
ほ
し
い

と
も
言
う
。
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大
学
の
教
育
は
ゼ
ネ
ラ
ル
な
学
び
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
学
び

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
九
一
年
の
大
学
設

置
基
準
の
大
綱
化
に
よ
っ
て
区
分
が
緩
和
さ
れ
、
日
本
中
の

大
学
で
前
者
は
急
速
に
縮
小
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
近

年
は
再
び
「
教
養
教
育
」
の
意
義
に
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

「
一
般
教
育
」
と
、
今
日
い
わ
れ
る
「
教
養
教
育
」
と
は
微
妙

に
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
よ
く
整
理
し
て
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
綱
化
の
波
を
経
験
し
た
者
と
し
て
驚

い
た
こ
と
は
、
一
般
教
育
縮
小
論
、
教
養
部
廃
止
の
動
き
が

一
気
に
進
ん
だ
こ
と
に
対
し
て
、
大
学
も
大
学
人
も
簡
単
に

波
に
の
ま
れ
て
し
ま
う
あ
る
種
の
危
う
さ
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
大
学
で
も
大
き
な
議
論
と
な
っ
た

が
、
最
終
的
に
出
し
た
方
針
は
、
教
養
部
を
存
続
さ
せ
る
と

と
も
に
、
全
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
を
一
般
教
育
と
専
門

教
育
を
併
せ
て
再
構
築
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
と
し
て

は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ

で
落
着
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
今
改
め
て
広
い
意
味
で
問
わ

れ
て
い
る
大
学
教
育
の
中
の
「
教
養
教
育
」「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
教
育
」
の
要
素
を
し
っ
か
り
と
考
え
直
し
、
あ
る
べ
き
姿

を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

狐
型
の
よ
う
に
幅
広
い
学
び
を
通
じ
て
得
た
多
彩
な
知
識

を
ベ
ー
ス
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
要
素
も
加
味
し
て
判
断
力・

適
応
力
を
身
に
付
け
る
と
い
う
意
味
で
の
「
教
養
」
を
大
学

教
育
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
「
リ
ベ
ラ
ル
」
の
意
味
づ
け
は
、
職
業

に
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
自
由
」
で
、
人
間
と
し
て

真
の
「
自
由
」
を
使
い
こ
な
せ
る
素
養
で
あ
る
と
い
う
点
に

あ
る
こ
と
を
改
め
て
意
識
し
た
い
。
同
時
に
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ

型
の
よ
う
に
質
の
高
い
専
門
性
を
身
に
付
け
る
仕
組
み・

内

容
を
教
育
の
中
に
示
し
、
学
生
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
、
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
で
は
な
く
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
び
の
環
境
と
し
て
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
」
も
位
置
付
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

少
々
甘
い
文
章
に
な
っ
た
か
と
も
思
う
が
、
教
育
は
「
に

ん
げ
ん
」
と
切
り
離
し
て
考
え
て
は
な
ら
な
い
、
喜
怒
哀
楽

を
も
っ
て
生
き
る
人
間
、
次
世
代
に
責
任
を
も
つ
べ
き
人
間
、

社
会
が
複
雑
さ
を
増
す
一
方
で
思
考
は
単
純
化
し
て
い
る
今

日
の
人
間
を
意
識
し
て
教
育
を
考
え
な
け
れ
ば
と
の
思
い
で

書
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
人
間
と
そ
の
営
み
、
人
間
の
生
み

出
す
文
化
を
扱
う
文
学
か
ら
の
問
い
か
け
に
耳
を
傾
け
て
み

る
こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
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